
Ａ

中
東
情
勢

１
．
中
東
概
観

世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
世
界

観
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

価
値
観
を
互
い
に
認
め
合
う
こ

と
が
、
差
別
意
識
を
排
除
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
世
界
は
、
16

億

人
（
世
界
人
口
の
23

％
）

の
信
者
が
い
ま
す
。

中
東
世
界
は
、
言
語
・

宗
派
・
し
き
た
り
が
異
な

る
無
数
の
部
族
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
部
族
と
し
て

は
、
オ
ア
シ
ス
農
耕
・
遊

牧
民
・
商
人
（
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
バ
ザ
ー
ル
）
な
ど
が

あ
り
、
微
妙
に
違
う
モ
ザ

イ

ク
社

会
を

形
成

し

て
い
ま
す
。

２

．
現

在
ま

で
の

中

東
情
勢

19

世
紀
末
、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

・
ロ

シ
ア

で

迫
害
さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
が

国
土
獲
得
運
動
（
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
）
を
起
こ
し
ま
す
。
第
一

次
世
界
大
戦
で
英
仏
に
よ
り
、

中
東
地
域
は
南
北
に
分
割
支
配

さ
れ
ま
す
。
大
戦
中
に
イ
ギ
リ

ス
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ

民
族
居
住
地
建
設
を
許
諾
し
、

そ
の
直
後
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ

レ
ス
チ
ナ
に
移
住
開
始
し
、
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
と
の
間

に
土
地
獲
得
紛
争
が
始
ま
り
ま

す
。第

二
次
大
戦
後
、
イ
ス
ラ
エ

ル
独
立
宣
言
が
行
わ
れ
、
ア
メ

リ
カ
は
た
だ
ち
に
国
家
承
認
し

ま
し
た
が
、
ア
ラ
ブ
諸
国
側
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
独
立
を
認
め
ず
、

以
後
、
中
東
紛
争
が
激
化
し
て

い
き
ま
す
。

３
．
ソ
連
崩
壊
後
の
ア
メ
リ
カ

の
世
界
戦
略

ソ
連
崩
壊
に
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
は
一
国
覇
権
主
義
に
乗
り
出

し
、
中
東
を
支
配
し
よ
う
と
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
産
複
合

体
・
石
油
資
本
・
ゼ
ネ
コ
ン
の

利
益
を
優
先
す
る
と
と
も
に
、

ア

メ

リ

カ

国

内

の

右

翼

勢

力

（
ネ
オ
コ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
支

援
団
体
・
宗
教
右
翼
）
が
反
ア

ラ
ブ
・
反
イ
ス
ラ
ム
を
強
め
て

い
き
ま
す
。

４
．
露
骨
な
中
東
支
配
の
強
化

９
・
１
１
同
時
多
発
テ
ロ
後
、

ア
メ
リ
カ
は
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
の

仕
業
と
見
て
、
こ
れ
を
か
く
ま

う
タ
リ
バ
ー
ン
の
支
配
す
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
空
爆
し
、
カ

ル
ザ
イ
傀
儡
政
権
を
樹
立
し
ま

す
。
ま
た
大
量
破
壊
兵
器
の
保

有
を
で
っ
ち
上
げ
て
イ
ラ
ク
に

先
制
攻
撃
し
、
マ
リ
キ
傀
儡
政

権
の
下
で
、
イ
ラ
ク
の
国
営
企

業
を
民
営
化
し
、
ア
メ
リ
カ
資

本
に
吸
収
、
石
油
や
戦
後
復
興

の
公
共
事
業
を
一
手
に
引
き
受
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岡
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葉
県
学
習
協
会

会
長

野
口
宏

中
東
情
勢
と
集
団
的
自
衛
権



け
て
儲
け
て
い
ま
す
。

５
．
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
の
国
益
優
先
の
中

東
支
配
・
介
入
に
よ
っ
て
滅
茶

苦
茶
に
さ
れ
た
中
東
内
か
ら
、

過
激
な
暴
力
主
義
を
と
る
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
が
台
頭
し
て
き

ま
す
。
Ｉ
Ｓ
（
自
称
イ
ス
ラ
ム

国
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
世
界
を
、

有
無
を
言
わ
せ
ず
統
一
し
、
か

つ
て
の
巨
大
な
イ
ス
ラ
ム
世
界

を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
と

異
な
る
宗
派
や
従
わ
ぬ
も
の
は
、

斬
首
・
奴
隷
化
・
女
性
の
私
物

化
な
ど
に
よ
る
恐
怖
支
配
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
の
下
に
は
、

西
欧
の
エ
セ
民
主
主
義
に
絶
望

し
て
参
加
す
る
若
者
た
ち
も
い

ま
す
。

Ｂ

集
団
的
自
衛
権

１
．
集
団
的
自
衛
権
と
は

国
連
憲
章
を
決
め
た
会
議
で
、

ア
メ
リ
カ
は
米
ソ
対
立
に
備
え
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
囲
い

込
む
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
と

い
う
言
葉
を
付
け
加
え
ま
し
た
。

２
．
日
本
は
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
で
き
な
い

国
連
憲
章
に
基
づ
い
て
、
日

本
が
自
衛
隊
を
海
外
紛
争
に
派

遣
で
き
る
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
い

て
も
、
「
憲
法
上
の
規
定
に
従
っ

て
」
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使

す
る
こ
と
は
違
反
と
な
り
ま
す
。

解
釈
で
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参

戦
す
る
こ
と
は
、
立
憲
主
義
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
あ
り
得
な
い

こ
と
で
す
。

３
．
安
倍
首
相
の
野
望

安
倍
首
相
は
２
０
１
５
年
の

新
春
談
話
で
「
世
界
の
中
心
で

輝
く
日
本
」
を
作
り
た
い
と
述

べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

と
肩
を
並
べ
て
戦
争
の
で
き
る

大
国
（
戦
前
の
列
強
）
を
目
指

す
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
「
戦
争

は
教
室
か
ら
始
ま
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
進
ん
で
国
の
た

め
に
身
を
捧
げ
る
国
民
づ
く
り

と
し
て
、
道
徳
教
育
の
教
科
化
、

家
庭
教
育
へ
の
国
家
介
入
、
大

学
へ
の
国
旗
・
国
歌
の
強
制
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
戦
争
法
が
通
っ
た
ら
？

ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｓ
に
対
し
て

空
爆
と
と
も
に
地
上
軍
の
増
派

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
自
衛

隊
が
後
方
支
援
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
中

東
の
地
理
、
気
候
、
戦
闘
法
、

士
気
な
ど
、
Ｉ
Ｓ
が
全
て
優
位

で
す
。
自
衛
隊
員
の
戦
死
や
捕

虜
へ
の
恐
怖
が
生
ま
れ
ま
す
。

５
．
戦
争
す
る
国
に
な
っ
た
ら
？

国
家
財
政
は
軍
事
中
心
と
な

り
、
国
民
へ
の
さ
ら
な
る
負
担

が
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。
自
衛

隊
員
の
戦
死
者
の
扱
い
を
め
ぐ

り
、
一
気
に
戦
前
の
日
本
へ
、

安
倍
首
相
の
夢
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
生
還
し
た
自

衛
隊
員
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
問
題
等
に

よ
り
、
社
会
の
荒
廃
が
進
み
ま

す
。
国
外
の
日
本
人
が
、
テ
ロ
・

拉
致
・
人
質
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
ま
す
。
国
内
で
観
光
地
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
原
発
な
ど
に
対

し
、
テ
ロ
攻
撃
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

６
．
戦
争
法
を
阻
止
し
よ
う

戦
後
70
年
（
戦
後
レ
ジ
ー
ム
）

は
ダ
テ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
国
民
が
戦
争
法
の
危
険
に

気
が
つ
き
始
め
、
反
対
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

中
東
に
お
け
る
失
業
者
・
難

民
の
援
助
を
は
じ
め
、
人
道
的

支
援
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
国
連
機
関
と

と
も
に
、
憲
法
９
条
を
掲
げ
た

国
際
貢
献
や
外
交
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】

①
Ｉ
Ｓ
に
参
加
す
る
西
欧
の
若

者
た
ち
は
ど
う
い
う
人
で
す
か
？

主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
住
し

て
き
た
イ
ス
ラ
ム
の
人
が
、
差

別
や
偏
見
の
な
か
で
、
西
欧
社

会
に
失
望
し
、
Ｉ
Ｓ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

②
Ｉ
Ｓ
の
恐
怖
支
配
を
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

力
で
押
さ
え
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
に
従
う
人
た
ち

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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「戦争法案」に反対し、憲法を守る運動を発展させよう
静岡県労働者学習協会第43回総会アピール

安倍政権は、昨年、集団的自衛権を容認する閣議決定を強行し、国会に「戦争法

案」を一括して提出しました。これは日本を「海外で戦争する国」に大転換させる

ものです。

法案は、第一に、これまでできないとされた「戦闘地域」における自衛隊の兵站

活動を可能にさせ、第二に、PKO（国連平和維持活動）のみならず、国連が統括し

ない場合も含め、任務の遂行での武力使用を容認し、戦乱が続く地域での自衛隊の

治安維持活動を可能にさせ、第三に、日本に武力攻撃がなくとも、「我が国と密接

な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、これにより我が国の存立が脅かされ、

国民の生命、自由及び幸福追求の権利が根底から覆される明白な危険がある」（武

力行使の「新三要件」）と政府が一方的に判断すれば、集団的自衛権の行使＝武力

行使を行うことができるようにするものです。

これまで「日本への武力攻撃がなければ武力行使は許されない」としてきた歴代

政権の憲法解釈を180度転換させ、憲法を踏みにじって、日本を「戦争しない国」

から「海外で戦争する国」に根本的に変える「戦争法案」は断じて認められません。

さらに安倍政権は「戦争法案」の強行を前提に、来年7月の参議院選挙後、早けれ

ば来年の秋に改憲発議と国民投票による明文改憲の計画を企てています。まさに憲

法の戦後最大の危機が訪れています。

こうした「戦争法案」の内容が明らかになるにつれ、全国各地で国民の反対運動

が広がっています。６月13日には東京江東区で１万６千人、24日には国会前で３万

人の集会が行われました。若者たちの行動も14日には渋谷で３千５百人、21日に京

都で２千２百人のデモが行われています。国会に参考人として呼ばれた憲法学者は、

与党の推薦した人も含め、全員が「戦争法案」が憲法違反であることを表明しまし

た。元自民党の幹部である山崎拓氏や亀井静香氏等も「戦争法案」に反対する声明

を出しました。全国の地方議会から戦争法案に「反対」や「慎重審議」を求める意

見書が可決され、６月19日までに１１６議会に達しました。まさに歴史的な運動が

始まっています。

国民的な運動を発展させていくためには、改めて日本国憲法の原点、武力によら

ない平和、国際的連帯と外交努力による平和の構築の意義を、国民的合意にしてい

かなければなりません。

静岡県労働者学習協会は、「戦争法案」に反対し、憲法を守る運動を発展させる

ために、「憲法と安保に強い活動家」を育てる学習教育運動に力を尽くしながら、

歴史的な運動に寄与していく決意です。

２０１５年６月２８日 静岡県労働者学習協会第４３回総会



６
月
28
日
（
日
）
静
岡
県
評
会
議
室
に

お
い
て
、
静
岡
県
労
働
者
学
習
協
会
第
43

回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

勤
労
者
通
信
大
学

２
０
１
４
年
度
勤
通
大
の
学
習
会
は
、

県
下
２
箇
所
で
行
わ
れ
、
終
了
率
は
５
１
．

９
％
で
し
た
。
２
０
１
５
年
度
の
募
集
は

ま
だ
一
桁
台
で
、
７
月
ま
で
募
集
活
動
を

継
続
し
、
９
月
ま
で
受
講
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

「
学
習
の
友
」

・
静
岡
支
部
、
沼
津
支
部
、
浜
松
支
部
の

各
支
部
に
お
い
て
「
学
習
の
友
」
の
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
読
者
の
高
齢
化
と
職
場
退
職
に
よ
り
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
配
達
・

集
金
体
制
も
見
直
し
が
必
要
で
す
。

・
静
岡
市
で
は
会
員
の
個
人
的
な
つ
な
が

り
で
「
寺
小
屋
in
池
田
学
習
会
」
と
い
う

サ
ー
ク
ル
を
作
り
「
学
習
の
友
」
を
使
っ

た
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
習
会

・
昨
年
度
は
、
「
資
本
論
学
習
会
」
、

「
藤
枝
平
和
学
習
会
＝
若
者
と
つ
く
る
平

和
へ
の
想
い
」
、
「
格
差
是
正
と
富
裕
者

課
税
」
の
各
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
静
岡
市
で
は
、
資
本
論
第
１
巻
の
学
習

会
を
昼
と
夜
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
っ

て
い
ま
す
。

・
全
労
連
の
通
信
教
育
（
初
級
教
育
）
が
、

６
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
学
習
組
織
と
の
協
力

・
学
習
教
育
運
動
セ
ミ
ナ
ー
（
石
川
セ
ミ

ナ
ー
、
２
０
１
５
年
10
月
17
〜
18
日
）
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
学
習
組
織
全
国
連
絡
会
議
が
２
０
１
６

年
１
月
23
〜
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

・
教
員
の
政
治
活
動
の
禁
止
、
小
中
の
社

会
科
教
科
書
の
変
質
、
日
の
丸
・
君
が
代

の
強
制
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
18
歳
選
挙

権
の
実
施
も
あ
り
、
教
育
問
題
の
学
習
会

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
職
場
で
の
活
動
家
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。
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報
告
と
討
論

勤労者通信大学2015年度募集
勤労者通信大学は、1968年に創設され、これまでおよそ28万人が受講

した、通信制の働く仲間の大学です。次の３コースがあります。

特に憲法コースは、戦争法案に反対するためにも重要なコースです。

○憲法コース：戦争する国づくりを許さず、平和な日本を

○労働組合コース：人間らしく生き、働ける社会と職場を

○基礎コース：流されず、あきらめずに、しっかりと生きる力を

【９月まで受講を受け付けています 】


